
JP 2012-198002 A 2012.10.18

10

(57)【要約】
【課題】複雑な構成や面倒な作業を必要とすることなく
、クロスフローファンの下流側の空気通路に付着した汚
れを容易に除去できるようにした空気調和機を提供する
。
【解決手段】吸込口２と吹出口５とを結ぶ空気通路に、
熱交換器３とクロスフローファン４とを備えた空気調和
機１において、前記クロスフローファン４の下流側の空
気通路に、各層毎に舌片１５からなる撮み部を備えて引
剥し可能に積層された保護フィルム（積層フィルム）１
４を貼着した。また、前記保護フィルム１４に抗菌・防
カビ剤を含有させ、または、帯電防止加工を施した。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吸込口と吹出口とを結ぶ空気通路に、熱交換器とクロスフローファンとを備えた空気調
和機において、
　前記クロスフローファンの下流側の空気通路に、各層毎に撮み部を備えて引剥し可能に
積層された保護フィルムが貼着されことを特徴とする空気調和機。
【請求項２】
　前記吹出口の側部に側部吹出口を備え、同側部吹出口に前記撮み部を配置したことを特
徴とする請求項１に記載の空気調和機。
【請求項３】
　前記保護フィルムに抗菌・防カビ剤を含有させたことを特徴とする請求項１に記載の空
気調和機。
【請求項４】
　前記保護フィルムに帯電防止加工を施したことを特徴とする請求項１または請求項３に
記載の空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和機に関わり、より詳細には、空気通路の汚れを容易に除去できるよ
うにした構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の空気調和機は、図５（Ａ）および図５（Ｂ）に示すように、吸込グリル１０１を
備えた吸込口１０２と吹出口１０３とを結ぶ空気通路にフィルタ１０４と熱交換器１０５
とクロスフローファン１０６とが設けられ、吸込口１０２から吸い込まれフィルタ１０４
で清浄化された空気が熱交換器１０５により冷媒と熱交換されたのち吹出口１０３に送出
され、熱交換された空気が吹出口１０３から被空調室に吹き出される構成になっていた（
例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　吹出口１０３は、本体１００内の空気通路に連なる本体側吹出口１０３ａと、この本体
側吹出口１０３ａの内面に沿って着脱自在に装着されるカセット式吹出口１０３ｂとで構
成されていた。
【０００４】
　吸込口１０２から吸い込まれた空気中の埃の殆どはフィルタ１０４によって除去される
が、除去しきれなかった微細な埃の一部は、クロスフローファン１０６の下流側となるカ
セット式吹出口１０３ｂに汚れとして付着していた。そのため、このカセット式吹出口１
０３ｂを本体側吹出口１０３ａから取り外して水洗い、または、付着した汚れを拭き取る
ことで清掃できるようにしていた。
【０００５】
　しかしながら、別部材からなるカセット式吹出口１０３ｂは、本体側吹出口１０３ａか
ら取り外して洗浄または清掃する必要があることから、カセット式吹出口１０３ｂを本体
側吹出口１０３ａに着脱自在に装着するための構成が複雑化するとともに、装着したカセ
ット式吹出口１０３ｂを、被空調室の壁面上位部に壁掛け設置されている本体１００の本
体側吹出口１０３ａから取り外すための作業が面倒であった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平８－２８５３１９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００７】
　本発明は、上記問題点に鑑み、複雑な構成や面倒な作業を必要とすることなく、クロス
フローファンの下流側の空気通路に付着した汚れを容易に除去できるようにした空気調和
機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した目的を達成できるように構成するため、本発明は以下に示す特徴を備えている
。
【０００９】
　吸込口と吹出口とを結ぶ空気通路に、熱交換器とクロスフローファンとを備えた空気調
和機において、
　前記クロスフローファンの下流側の空気通路に、各層毎に撮み部を備えて引剥し可能に
積層された保護フィルムが貼着されことを特徴としている。
【００１０】
　また、前記吹出口の側部に側部吹出口を備え、同側部吹出口に前記撮み部を配置したこ
とを特徴としている。
【００１１】
　また、前記保護フィルムに抗菌・防カビ剤を含有させたことを特徴としている。
【００１２】
　また、前記保護フィルムに帯電防止加工を施したことを特徴としている。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、複雑な構成や面倒な作業を必要とすることなく、クロスフローファン
の下流側の空気通路に付着した汚れが保護フィルムを剥がすことで容易に除去できる空気
調和機を提供できる。また、保護フィルムを積層フィルムとすることで、積層された枚数
分は繰り返して容易に汚れを除去できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明による空気調和機の説明図で、（Ａ）は外観斜視図であり、（Ｂ）は上下
風向板を取り外した外観斜視図である。
【図２】本発明による空気調和機の説明図で、（Ａ）は断面図であり、（Ｂ）は要部斜視
図であり、（Ｃ）は要部断面図である。
【図３】本発明による空気調和機の他の実施例を示す要部説明図である。
【図４】本発明による空気調和機の説明図で、（Ａ）は上下風向板（ディフューザ）の斜
視図であり、（Ｂ）は上下風向板（ディフューザ）に貼着した積層フィルムの引剥しを示
す要部斜視図であり、（Ｃ）は上下風向板（ディフューザ）の要部斜視図である。
【図５】従来例による空気調和機の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施の形態を、添付図面に基づいた実施例として詳細に説明する。
【００１６】
　本発明による空気調和機は、図１（Ａ）および図１（Ｂ）と、図２（Ａ）とに示すよう
に、空気調和機本体１の吸込口２と吹出口５とを結ぶ空気通路に設けられた熱交換器３に
よって、吸込口２から吸い込まれた空気が冷媒と熱交換されたのち、クロスフローファン
４によって吹出口５に送出され、吹出口５から被空調室に吹き出されるようになっている
。
【００１７】
　熱交換器３の上流側には、吸込口２に面するフィルタ２１が設けられており、吸込口２
から吸い込まれた空気中に含まれている埃が、フィルタ２１によって捕捉されるようにな
っている。
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【００１８】
　吹出口５は、上壁５ａと下壁５ｂとに接続された複数の支柱６が設けられることで、強
度が増強されて変形しにくいように構成されている。また、吹出口５には、この吹出口５
の一側を拡張するように側部吹出口５ｃが連続形成されている。
【００１９】
　熱交換された調和空気が吹出口５から吹き出される際、側部吹出口５ｃの風速は、クロ
スフローファン４用のファンモータ（図示せず）の前方に配置されているため、クロスフ
ローファン４の前方に位置する吹出口５の風速に較べて遅い流れとなる。
【００２０】
　また、吹出口５には、回動軸部１０ａを備えた前部の上下風向板１０が、上壁５ａから
垂下された支軸片８の支軸孔９により回動自在に軸支されるとともに、吹出口５および側
部吹出口５ｃには、回動軸部１３ａを備えた後部の上下風向板（ディフューザ）１３が支
軸孔１２により回動自在に軸支されることで、調和空気が吹出口５および側部吹出口５ｃ
を流通する時の上下方向の風向を広範囲に偏向できるようになっている。
【００２１】
　上下風向板１３は、図１（Ａ）に示すように、その両側部と吹出口５の両壁部とに備え
た凹凸状の枢支部Ｂで回動自在に枢支されるとともに、図４（Ａ）および図４（Ｃ）に示
す長手方向の中間部に備えた複数の回動軸部１３ａが、図２（Ａ）乃至図２（Ｃ）に示す
ように、この回動軸部１３ａに対応して、支柱６の前端下部から下方に延出された支軸孔
１２によって回動自在に軸支されている。
【００２２】
　支柱６は平板状に形成され、上下風向板１３に備えた回動軸部１３ａを回動自在に軸支
する支軸孔１２と、支軸孔１２を備えた支軸片１１とからなる支軸部を備えている。
【００２３】
　吸込口２から吸い込まれた空気中の埃の殆どはフィルタ２１によって捕捉されるが、フ
ィルタ２１で捕捉しきれなかった微細な埃は、調和空気と一緒に空気通路に流入し、熱交
換器３およびクロスフローファン４を経て吹出口５および側部吹出口５ｃに到るようにな
る。
【００２４】
　その際、フィルタ２１で捕捉しきれなかった微細な埃の一部は、空気通路や熱交換器３
およびクロスフローファン４などに付着することになり、とくに、空気流をガイドし側部
吹出口５ｃの一部をなす上下風向板１３には汚れとして付着しやすくなる。
【００２５】
　そのため、本発明では、汚れが付着しやすい部位であって、クロスフローファン４の下
流側の空気通路の一部を構成する上下風向板１３に、積層された保護フィルム１４（以下
、積層フィルム１４という）が貼着された構成にしている。
【００２６】
　これにより、この積層フィルム１４に汚れが付着するため、上下風向板１３には汚れが
付着しないように保護されることになって、汚れが付着した積層フィルム１４を引き剥が
すことで、汚れを積層フィルム１４と一緒に除去できる構成になる。
【００２７】
　積層フィルム１４には、図４に示すように、側部吹出口５ｃの前方から手指で撮めるよ
うに舌片１５からなる撮み部を備えており、この撮み部を撮み上方に引きあげることで積
層フィルム１４の端部を剥離でき、横方向に引くことで引き剥がせるように構成している
。
【００２８】
　舌片１５からなる撮み部は、手指で撮みやすくするため、積層フィルム１４の一部を延
出した構成にしているが、これに限らず、積層フィルム１４の一部に、例えば、側部吹出
口５ｃの側部前端に対応する所定範囲の部位に接着剤を塗布しないことで、この部位を、
指先で弾性変形させながら容易にめくれるようにした構成にしてもよい。
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【００２９】
　積層フィルム１４に備えた舌片１５は、吹出空気流の風速が遅い側部吹出口５ｃに配置
されることで、吹出空気流によって煽られることがなく、また、異音が生じてしまう虞は
ない。
【００３０】
　ここで、積層フィルム１４の構成および積層フィルム１４が上下風向板１３に貼着され
た構成について、図１乃至図４に基づいて以下に詳細に説明する。
【００３１】
　積層フィルム１４は、例えば、厚さ約３０μｍ（マイクロメータ）のポリエステルフィ
ルムからなる基材を、１０枚前後積層した構成になっている。
【００３２】
　ポリエステルフィルムからなる基材は、縦方向および横方向に延伸加工することで機械
的性質（強度）を向上させた２軸延伸フィルムが用いられることにより、積層フィルム１
４を各層毎に引き剥がす時に破損しない強度をもたせている。
【００３３】
　積層される基材同士は、例えば、アクリル系の接着剤により各層毎に剥離可能に接着さ
れることで積層フィルム１４が構成されている。
【００３４】
　図１（Ａ）と、図４（Ａ）および図４（Ｃ）とに示すように、上下風向板１３に、各層
毎に舌片１５を備えて剥離可能にした積層フィルム１４を貼着することにより、付着した
汚れと一緒に、積層フィルム１４を各層毎に引き剥がすことで除去できる構成になる。
【００３５】
　この場合、１０枚前後積層した積層フィルム１４は、例えば、一年毎に一枚ずつ引き剥
がすようにすれば、約１０年間は汚れやすい上下風向板１３に汚れが付着しないように保
護できるようになる。
【００３６】
　積層フィルム１４の最下層の基材は、一例として図１（Ａ）と、図２（Ａ）および図２
（Ｃ）と、図４（Ａ）乃至図４（Ｃ）に示すように、例えば、ポリエステル系の接着剤に
より、上下風向板１３から簡単に剥離しないように貼着されている。
【００３７】
　ここまでは、上下風向板１３に積層フィルム１４を貼着した構成について説明したが、
上下風向板１３に貼着した構成に限らず、積層フィルム１４は、図３に示すように吹出口
５の下壁５ｂに貼着した構成にしてもよい。
【００３８】
　その際、例えば、ポリエステル系の接着剤により、下壁５ｂに凹設された段部５ｂ１に
貼着することで、吹出口５を流通する空気流によって簡単に剥離できないように貼着され
た構成にすればよい。
【００３９】
　この場合、下壁５ｂに凹設された段部５ｂ１が、例えば、０．５～１．０ｍｍ（ミリメ
ータ）程度の段差に形成されることにより、厚さ約３０μｍのポリエステルフィルムを約
１０枚積層してなる積層フィルム１４は、最上層にある一層目の積層フィルム１４ａが下
壁５ｂよりも上方に突出しないように貼着できようになるので、吹出口５および側部吹出
口５ｃを流通する空気流の通風抵抗にはならない。
【００４０】
　また、積層フィルム１４は、抗菌・防カビ剤を含有させることで、汚れが付着したとし
ても雑菌やカビ類を増殖させないようにして、吹出口５および側部吹出口５ｃを流通する
空気を汚すことがない構成になる。
【００４１】
　また、積層フィルム１４に帯電防止加工を施すことで、汚れが付着しにくいようにして
、積層フィルム１４を引き剥がす頻度を抑えるようにした構成になる。
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【００４２】
　ここで、上下風向板１３に貼着された、図４（Ａ）および図４（Ｃ）に示すような積層
フィルム１４が、舌片１５を撮んで引き剥がされる動作について説明する。
【００４３】
　上下風向板１３に貼着された積層フィルム１４は、図４（Ｂ）に示すように、一層目の
積層フィルム１４ａに備えた一層目の舌片１５ａを撮んで上方に引きあげ、白抜きの矢印
ａのように、汚れが付着した一層目の積層フィルム１４ａを横方向に引き剥がしつつ、横
方向から吹出口５の前方に向けながら引き剥がすことで取り除かれる。
【００４４】
　これにより、汚れのない二層目の積層フィルム１４ｂが表面に現れることになり、この
二層目の積層フィルム１４ｂに汚れが付着した頃に、同様に、二層目の舌片１５ｂを撮ん
で上方に引きあげ、この二層目の積層フィルム１４ｂを横方向に引き剥がすようにすれば
よい。
【００４５】
　なお、積層フィルム１４が、図３に示すように、吹出口５の下壁５ｂに凹設された段部
５ｂ１に貼着された構成においても、同様に、一層目の積層フィルム１４ａに備えた一層
目の舌片１５ａを撮んで上方に引きあげ、この汚れが付着した一層目の積層フィルム１４
ａを横方向に引き剥がせばよい。
【００４６】
　また、積層フィルム１４は、図示はしないが、前部の上下風向板１０に貼着することで
、後部の上下風向板１３に貼着したのと同様の作用効果を得ることができる。
【００４７】
　上下風向板１０は、図１（Ａ）に示すように、その両側部と吹出口５の両壁部とに備え
た凹凸状の枢支部Ａで回動自在に枢支されるとともに、長手方向の中間部に備えた複数の
回動軸部１０ａが、この回動軸部１０ａに対応して吹出口５の上壁５ａから垂下され、先
端に支軸孔９を備えた支軸片８からなる支軸部によって回動自在に軸支されている。
【００４８】
　以上説明したように、本発明の構成によれば、クロスフローファン４の下流側の空気通
路をなす上下風向板１３に積層フィルム１４が貼着されるとともに、積層フィルム１４は
手指に対応する舌片１５を備えたことで、上下風向板１３に付着した汚れを容易に除去で
きるようにした空気調和機１を提供できる。
【符号の説明】
【００４９】
　１　空気調和機
　２　吸込口
　２１　フィルタ
　３　熱交換器
　４　クロスフローファン
　５　吹出口
　５ａ　上壁
　５ｂ　下壁
　５ｂ１　段部
　５ｃ　側部吹出口
　６　支柱
　８　支軸片
　９　支軸孔
　１０　上下風向板
　１０ａ　回動軸部
　１１　支軸片
　１２　支軸孔
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　１３　上下風向板（ディフューザ）
　１３ａ　回動軸部
　１４　保護フィルム（積層フィルム）
　１４ａ　一層目のフィルム
　１４ｂ　二層目のフィルム
　１５　舌片（撮み部）
　１５ａ　一層目の舌片
　１５ｂ　二層目の舌片
　Ａ，Ｂ　枢支部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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